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認知症カフェとはどういった所なのか、中区認知症地域支援推進員の木元鮎美さんに
お話を聞いてみました。まず最初に認知症地域支援推進員とはどの様なお仕事ですか？

認知症カフェはどの様な所なんですか？

誰が参加しても大丈夫ですか？

認知症カフェとは、認知症の方やご家族、地域住民、医療・介護・福祉の専門職な
ど誰でも気軽に集える場所です。認知症について学ぶ・考える場や新たな出会い、地
域との繋がりの場になっています。江波中学校区には４カ所の認知症カフェがあります。

認知症カフェとは、認知症の方やご家族、地域住民、医療・介護・福祉の専門職な
ど誰でも気軽に集える場所です。認知症について学ぶ・考える場や新たな出会い、地
域との繋がりの場になっています。江波中学校区には４カ所の認知症カフェがあります。

認知症の方とそのご家族はもちろん、認知症に関心のある方ならどなたでも大歓迎です。認知症の方とそのご家族はもちろん、認知症に関心のある方ならどなたでも大歓迎です。

江波中学校区には、どこに認知症カフェがありますか？

裏面でそれぞれの認知症カフェの紹介をしていますので、そちらをご覧ください。裏面でそれぞれの認知症カフェの紹介をしていますので、そちらをご覧ください。

広島市では各区に認知症地域支援推進員を１名ずつ配置しています。地域におけ
る認知症に関する医療・介護の連携体制づくりや認知症（特に若年性認知症）の
方とそのご家族への相談支援を行っています。

広島市では各区に認知症地域支援推進員を１名ずつ配置しています。地域におけ
る認知症に関する医療・介護の連携体制づくりや認知症（特に若年性認知症）の
方とそのご家族への相談支援を行っています。

包括だよりの中に僕が何匹いるか探してみてね！
正解は裏面のどこかに載っているよ。

地域包括支援センターとは、地域で暮らす高齢者の相談窓口です。
　広島市から委託を受け、神崎・舟入・江波学区を担当しています。
「介護保険のことを聞きたい」「健康を維持したい」等、介護や保健・医療・福祉等の相談に
対応し、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう支援します。
　また、「詐欺の被害にあった」「財産の管理に自信がない」といった、高齢者の権利や財産
等の不安について、権利擁護に関する制度の紹介等を行います。

皆さん、 認知症カフェをご存じですか？
今回は

認知症特集

江波地域包括支援センターだより

皆さん、 認知症カフェをご存じですか？皆さん、 認知症カフェをご存じですか？ 認知症特集



広島市江波地域包括支援センター
☆問い合わせ先☆ お気軽にお問い合わせください

ＴＥＬ：082-296-4833（受付時間：８：３０～１８：００）
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江波西2丁目

気象館通りから見える
この看板が目印

※1階入って左側

住所：広島市中区江波二本松 2-6-27

土日祝日・年末年始も休まず開所しております。
訪問に出ていて不在のことがあります。来所の際にはお電話でご確認ください。

ロバ隊長の数、正解は9個です。

〇さいわいカフェ

場　所：神崎南集会所（舟入幸町１４—１４）

日　時：毎月第２月曜日　１１時～１２時

参加費：無料

問い合わせ先：ハッピーマンデー（２３１－４１３１）

〇舟入カフェ

場　所：小規模多機能ホーム舟入６階（舟入川口町１７－１０）

日　時：毎月第４曜日　１４時～１７時

参加費：２００円

問い合わせ先：小規模多機能ホーム舟入（２９２－５７０３）

〇望カフェ

場　所：江波東集会所（江波東１－６－2）

日　時：毎月第３土曜日　１３時３０分～１５時

参加費：３００円

問い合わせ先：江波地域福祉ボランティア望会

　　　　　　　（０９０－１３５６－４６５６）

〇えんがわカフェ

場　所：悠悠タウン江波二本松（江波二本松２－６－27）

日　時：毎月第１土曜日　１３時～１６時

参加費：３００円

問い合わせ先：江波地域包括支援センター（２９６－４８３３）

問い合わせ先：ハッピーマンデー（２３１－４１３１）

ＴＥ

今回の深堀り！ 認知症地域支援推進員とは？

●医療 ・ 介護の連携体制づくり

●認知症カフェを始めとした地域での支援体制づくり

●認知症 （特に若年性認知症） の方とご家族への相談支援

等を行っています。

広島市　若年性認知症 検索


